
  

 

 
 
 

 

昨日で、地区総体が終わりました。昨年は、新型コロナウイルスの影響で、代

わりの交流試合しかできませんでしたが、今年は、観客に制限がかかりながらも、

総体を開催することができました。まずは、選手皆さんの安全を確保しながら、

総体のお世話をしてくださったすべての方々に、皆さんとともに感謝したいと思

います。本当に、ありがとうございました。 

さて、選手の皆さん、お疲れ様でした。少しでも皆さんの力になれればと、各

会場を回りました。（試合に間に合わなかった会場もあって、すみませんでした。）

そのとき感じたことは、皆さん全員の熱い思いでした。汗や泥にまみれながらも全力でプレーする姿、炎

天下でも、蒸し暑い体育館でも、心を込めて応援する姿や出場している選手の

ために裏方として動く姿に、とても感動しました。ある会場で、卒業アルバム撮

影のために来てくださっていた写真屋さんも、「見ていて感激しました。できる

ことなら、私も○十年前に戻りたいくらいです。」と熱く語っておられました。

それだけ、皆さんの姿は、まわりの人に元気と感動を与えるものだったのです。 

勝負事は、勝ち負けがつきものです。今回の地区総体も、

勝って喜ぶ笑顔もあれば、負けて流す悔し涙もありました。そのどちらも尊いもので

す。「あのとき、～となっていれば・・・。」 と後ろを向くのではな

く、どうか、勝ち負けを超えたものを、心 に刻んでください。こ

れまで皆さんが頑張ってきたこと、いろい ろな我慢をしながら、

苦しさを乗り越えてきた日々、繰り返し練 習する中で、できな

かったことができるようになった喜び、そ れらすべてが、皆さん

にとっての財産です。これからの皆さんの人生において、必 ず支えになるもので

す。そのことを信じて、胸を張ってください。 

県総体へ出場する皆さん、おめでとう。日頃の練習の成果が結びついたことに、心から敬意を表しま

す。地区総体での課題を整理し、もう一度気持ちを奮い立たせ、１０日後から始まる県総体に全力をぶつ

けてください。 

残念ながら、県総体への出場が叶わなかった皆さん。皆さんの戦いぶりは、とても素晴

らしいものでした。本当にお疲れ様でした。３年生は、これで引退になる

わけですが、皆さんの思いを、しっかり後輩へ語ってください。そして、

気持ちを切り替え、進路に向けて夏休みは頑張りましょう。１・２年生の

皆さんは、新チームとして、新しく一歩を踏み出します。生徒会の「希望

が丘宣言」にある「受け継ごう 心と技と伝統を」のスローガンのように、

先輩から受け継いだものに、自分たちの新しいページを加えて、新たな三

豊中学校の伝統を作り上げてください。 

 

 
 

 

 三豊中学校学校通信 ～「自ら学び、豊かな心を持ち、たくましく生きる生徒」を目指して～ 
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次のステージでの活躍を期待しています！ 

陸上部、ソフトテニス部男子、バレーボール部男子、 

バドミントン部男子、剣道部男子、剣道部女子、 

新体操部（校外部）、水泳部（校外部） 

バドミントン部男子は 

総合優勝しました。 


